
2026/09/08現在

統合新領域学府ユーザー感性スタディーズ専攻 修⼠課程 
【後】︓後期（10/1〜3/31），【秋】︓秋学期（10/1〜12/6），【冬】︓冬学期（12/7〜2/15）

１(8:40-10:10) ２(10:30-12:00) ３(13:00-14:30) ４(14:50-16:20) ５(16:40-18:10) ６（18:30-20:00）

科 ⽬ 【秋】ユーザー参加型デザイン論

担当教員 張 彦芳

講義⽅法 対⾯

講義室予約場所 ⼤橋︓7号館1階シアタールーム

読替科⽬名等 [芸⼯︓インクルーシブデザイン］

科 ⽬

担当教員

講義⽅法

講義室予約場所

読替科⽬名等

科 ⽬

担当教員

講義⽅法

講義室予約場所

読替科⽬名等

科 ⽬ 【冬】コミュニティ⼼理学（１） 【冬】コミュニティ⼼理学（２）

担当教員 杉⼭⾼志 杉⼭⾼志

講義⽅法 対⾯＋オンデマンド 対⾯＋オンデマンド

講義室予約場所 伊都︓イースト1号館1階E-A-105 伊都︓イースト1号館1階E-A-105

読替科⽬名等 [⼈環︓コミュニティ⼼理学特論（１）］ [⼈環︓コミュニティ⼼理学特論（２）］

科 ⽬ 【後】地域マテリアルデザイン論

担当教員 ⼟屋潤

講義⽅法 対⾯

講義室予約場所 ⼤橋︓5号館3階533講義室

読替科⽬名等 [芸⼯︓環境材料学特論］

統合新領域学府ユーザー感性スタディーズ専攻 博⼠後期課程 
博⼠後期課程の科⽬については、各指導教員と相談の上、履修する科⽬を統合新領域係に連絡すること。

通 年 集 中 講 義
「特別研究（１）」（必修）︓各指導教員にて１年次実施。⽇程は別途通知を⾏う。

「ユーザー感性スタディーズプロジェクト」（⽥北雅裕「⽷島市こどもの参画プロジェクト」初回オンライン 2026/10/6（3限））︓各UKS教員にて実施。⽇程は
別途通知を⾏う。

令 和 8 年 度 後 期 時 間 割

対⾯

⽉曜

「上級越境ゼミ（２）」︓各指導教員と相談の上実施。

通 年 集 中 講 義
「ユーザー感性スタディーズ特別研究」（必修）︓各指導教員にて3年次実施。⽇程は別途通知を⾏う。

「英語科学論⽂の書き⽅と国際会議でのプレゼンテーション技術」（学府共通科⽬）（Kaveh・Schrader）︓⽇程は別途通知を⾏う。

「特別研究（２）」（必修）︓各指導教員にて２年次実施。⽇程は別途通知を⾏う。

後 期 集 中 講 義

※「インターンシップ」については指導教員と相談の上、実施すること。
 単位認定を希望する場合は、提出書類等があるため、原則インターンシップ開始⽇の1ヶ⽉前に統合新領域係へ提出すること。

後 期 集 中 講 義

「越境ゼミ（2）」（UKS教員）︓⽇程は別途通知を⾏う。

「ミュージアム実践論」（１単位）（三島美佐⼦）︓不定期集中にて、主に秋学期 での実施を予定。⽇程はMoodleを⽤いて別途通知。

⽔曜

⽊曜

⾦曜

⽕曜

【後】感性⽣理⼼理学演習（２）

元村祐貴

⼤橋︓5号館2階524講義室

[芸⼯︓⼈間⼯学プロジェクト演習］

⽩⾊︓伊都地区で開講する ⻘⾊︓⼤橋地区で開講する緑⾊︓伊都地区または⼤橋地区で開講する[]︓他学府等との同時開講科⽬


